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写真１．原子体重計

（ａ）普通のグラフで表示 （ｂ）対数グラフで表示

図１．私の体を構成する元素ごとの原子の数

前回、「うちゅう」７月号では、対数グラフについてご紹介しましたが、この対数的な

ものの見方というのは、特に大きく異なる数字の間では重要になることが多いのです。

原子体重計

前回ご紹介した展示場４階の「原子体重計」、

私の体を構成する原子の数が表示されます（標

準的な人体の元素構成から、体重で比例計算し

たもの）。これを普通のグラフ（ａ）と対数グラフ（ｂ）

にしてみると、その違いがよくわかります。図１（ａ）

の普通のグラフでは、窒素原子より先はほとんど

グラフでわかりません。これは、窒素原子の数は

水素原子の数の約５０分の１、リンから亜鉛までは

全て２００分の１以下しかないからです。一方、図１（ｂ）の対数グラフでは、窒素から

先も最後の亜鉛まで、その数の違いがよくわかります。

さらに、図１（ｂ）のグラフの縦軸と横軸を

逆にして、横軸の右端を原子の個数１個にし

て描いたグラフが図２です。すると、写真１で

数字が並んでいる様子と、図２の棒グラフの

棒の長さが、同じような並びになっています

ね。これは、原子の数が１０分の１になると、

写真１では並んでいる数字がひとつ減り、図

２では棒の長さが一桁分短くなるからなので

す。 図２．横軸を個数の対数にした場合
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地球の大きさと原子の大きさ

地球の大きさは直径が約１万３０００ｋｍです。また、水素原子の大きさは直径が

０.１ｎｍ（１億分の１ｃｍ）くらいです。つまり、地球の直径は水素原子の１.３×１０１７倍

もあります。この地球と原子の大きさの対数的なちょうど中間（相乗平均）は３６ｍｍ、

ピンポン球（直径４０ｍｍ）程度となります。

これは、原子をピンポン球で表わす（４億倍にする）と、ピンポン球は地球の大きさく

らいになってしまうということです。逆に地球をピンポン球で表わす（４億分の１の大き

さにする）と、ピンポン球は原子の大きさになってしまうということでもあります。それくら

い、原子は小さくて、地球は大きいのですね。

地球上の水の量

地球上の水の総量は、１４億立方キロメートル（１ｋｍ×１ｋｍ×１ｋｍの水槽に１４

億杯）程度といわれています。これは、水分子の数にすると、４.７×１０４６個くらいにな

ります。４.７×１０４６の平方根をとると約２.２×１０２３で、水分子２.２×１０２３個は約

６.７ｇ、小さじ１杯ちょっとです。

これは、水分子が２.２×１０２３個集まると小さじ１杯くらいで、地球上には小さじ２.２

×１０２３杯くらいの水があるということです。また、小さじ１杯の水を地球全体の水とよ

くかき混ぜて、また小さじ１杯だけすくうと、その中には最初に小さじに入っていた水分

子が１個くらい入っているということになります。

どちらが正解に近い？

ものの値段を当てるテレビ番組などで、誰が一番正解に近いか？といった場合に

ついて考えてみましょう。

例えば、正解が１０,０００円で、Ａさんは８,０００円、Bさんは１２,３００円と答えた場

合、Ａさんは２,０００円の差、Ｂさんは２,３００円の差なので、Ａさんが正解に近いですね。

では、正解が１,０００,０００円で、Ａさんは１,０００円、Ｂさんは３,０００,０００円と答え

た場合はどうでしょう？正解との差は、Ａさんが９９９,０００円、Ｂさんが２,０００,０００円

ですので、Ａさんの方が近いと言えば近いのですが、なにか納得いかないですよね。

この場合、Ａさんは正解の１/１０００の値段を付けました（正解はＡさんの答えの

１,０００倍）。でもBさんの答えは正解の３倍でしかありません。引き算をして差を比べ

るとＡさんの方が正解に近いのですが、割り算をして比を出すとＢさんの方が圧倒的

に近いのです。

ただ、最初の例では正解はＡさんの答えの１.２５倍で、Ｂさんの答えは正解の１.２３

倍なので、対数的には８,０００円より１２,３００円の方が１０,０００円に近いのです。な

のでこういう差が小さい場合には、対数的に見るより引き算をした方が感覚的ですね。
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